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	 	 VI型コラーゲン (Col VI) は骨膜に豊富に含まれる細胞外基質であり、骨芽

細胞の性状を制御することが考えられている。しかしながら、骨形成における

Col VIの詳細な役割は不明である。本研究では、骨形成に対する Col VIの機能

を明らかにするために、成長期ラット長管骨における Col VIとその主な細胞表

面受容体である Neural/Glial Antigen 2 (NG2) を発現する骨芽細胞の局在、および

培養骨芽細胞を用いて Col VIとの接着が骨芽細胞に及ぼす影響を調査した。免

疫組織化学によって、成長期ラット長管骨骨幹部では一次オステオン内の

osteonal cavityに Col VIが局在していることが明らかとなった。また、成長板軟

骨膜 (Groove of Ranvier) では中間層に Col VIが局在していた。これら Col VIが

局在する部位では、骨芽細胞系細胞が分化過程にあり、NG2を発現していた。

これらの結果から、NG2と Col VIの相互作用が骨芽細胞の性状を制御している

可能性が示唆された。Col VIが培養骨芽細胞に与える影響を検索すると、Col 

VI-coated dish上での骨芽細胞系細胞の培養では、細胞増殖、分化、骨基質産生

能および石灰化の抑制が観察された。興味深いことに、Col VI-coated dish上での

骨芽細胞の培養では、Osterix発現が著しく減少したが、Osteopontin発現および

Notchシグナリングは増強された。以上のことから、Col VIは Osterix発現の抑

制と、Osteopontin発現および Notchシグナリングの誘導を介して骨芽細胞の分

化を抑圧することで、一次オステオンおよび Groove of Ranvierにおける皮質骨

形成を制御している可能性が示唆された。   

 

 


